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〈概要〉

　問題場面を半具体物であるブロックやおはじ
きに置き換えて操作活動をさせるだけの授業か
ら脱却し、絵図をかく活動から児童の数学的思
考力を育てたいと考えた。
　小学校入門期において、どのような手立てを
講じれば児童は絵図をかくのか、また、絵図を
かくことのよさを実感できるのか、手立てとそ
の有効性を探った。

１　研究の目的

　算数の入門期である第１学年の指導において
は、具体物を半具体物であるおはじきやブロッ
クに置き換えて操作させ、ものの個数と数詞を
対応させて数えることや数の大小を比べること
ができるように、ブロックなどの操作活動が重
視されている。
　加法・減法の指導においても、問題場面を半
具体物であるブロックやおはじきなどに置き換
えて考え、操作活動をさせることが多い。こう
した操作活動は、児童にとって具体的な数の増
減を動きとしてとらえることができ、イメージ
としてもとらえやすい。
　しかし、いつまでもこうした半具体物の操作
活動だけに終始してしまっていては、教師は授
業の中で児童の考えを十分に見取ることができ
なかったり、児童のノートには思考の跡が残ら

ず、既習事項として学習を振り返ることができ
なかったりするといった課題もある。こうした
ブロック操作だけの授業だけでは、児童に数学
的な思考力を十分に育てることができないと考
える。
　そこで、ブロック操作だけで終始していた授
業から脱却する必要があると考えた。
　学習指導要領解説第１学年の目標には、「⑷
具体物を用いた活動などを通して、数量やその
関係を言葉、数、式、図などに表したり読み取っ
たりすることができるようにする。」とある。
また、同じく「「Ｄ数量関係」では、加法及び
減法の場面を式に表すことや、ものの個数を絵
や図などを用いて表すことについて指導する。」
とある。
　これらの活動の充実を図るためには、学習過
程の中にかく活動を位置付けることとノート指
導が欠かせないと考えた。本研究では、ブロッ
ク操作からの脱却を図るためにノート指導を研
究の中心としながらかく活動の充実を図り、児
童の数学的な思考力を育てていく手立てとその
有効性を探った。

２　ブロック操作の問題点

　小学校の入門期において、加法や減法の意味、
式の表し方などを指導する際に、ブロック操作
の表現活動だけでは、次のような混乱が見られ
る。
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⑴　式の意味をとらえにくい
　例えば児童に、「５－３＝２」の場面をブロッ
ク操作させた場合、児童は、５つの並べたブロッ
クから３つ取ってくると、その手元に取ってき
た「３」を答えとする場面がよく見られる。ま
た、同じ場面に残った「２」は見えるのだが、
初めの「５」が見えなくなるのである。

　上記の指導では、被減数と減数を色分けして
表す指導もあるが、「どうして引いたのに、こ
こにあるの？」と児童を混乱させることがある。

　式の意味指導をする際には、被減数、減数、
答えの３つの場面が必要となるが、ブロック操
作では、その最後（答え）の場面だけが残った
り、それぞれの場面が混在したりしてしまうの
である。

⑵　児童の思考過程が見えにくい
　ブロック操作の表現活動のよさは、数の増減
の操作が、実際の活動により児童にとってとら
えやすいことである。しかし、教師が机間指導
をして、児童一人一人の考えを見取ろうとする
場面では、児童の机上には、最後の答えの場面
だけのブロックの状態しかなく、実際に一人一
人の児童がどのようなブロックの操作をしたの
かを授業内だけでは見取りにくいという課題が
ある。

　加法の場面では、被加数と加数を区別させる
ために、ブロックを色分けして並べさせるなど
の方法もあるが、それらは教師側が与えたブ
ロック表現の約束事であり、児童らが自ら操作
したブロックの表現ではない。表現が教師のた
めのものであり、児童の思考の流れにそぐわな
いのである。

⑶　ノートに思考の跡が残らない
　ブロック操作は、ノートに学習の跡が残らな
いのである。
　前時に、ブロック操作をもとにいくら活発な
話し合いがもたれたとしても、それが児童の
ノートに残っていなければ、既習事項として次
時に活用することが難しい。
　算数科は、学習の連続性や学習の系統性が
しっかりしているという教科としての特性があ
る。
　入門期においてこそ、算数科はノートにきち
んと学習の跡を残し、ノートを振り返り、既習
事項を活用して課題解決をするという教科の特
性を指導していく必要があると考える。

３　研究の手立て

　これらの問題点から、本研究では、ブロック
操作だけでなく、かく活動の充実から、児童の
数学的な思考力を育てる。かく活動の充実を図
るために、以下の４点を手立てとしてその有効
性を探る。

⑴　手立て①「ノートに挿絵を貼る」
　本研究では、問題解決型の授業を展開し、児
童が問題に出合う場面では、教科書を閉じさせ、
問題文のみを提示している。
　しかし、入門期にあたる第１学年においては、
問題文は短く情報量が不十分であり、その場面
を十分にイメージさせることには限りがある。
情報量を補うために、問題文を長くすると、今
度は児童がノートに書き写す時間がかかり過ぎ
てしまう。そこで、情報量が不十分であったり、
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共通した場面を想起させたかったりした場合に
は、問題文を提示してノートに書かせた後、教
科書の挿絵を印刷したものを児童のノートに
貼っていくようにする。
　東京書籍「あたらしいさんすう１」では、児
童に問題の場面をイメージしやすいように挿絵
を取り入れている。こうした挿絵を貼ることに
よって、児童全員に共通した場面をイメージさ
せるようにする。

⑵　手立て②「問題場面を絵図にする」
　問題文の情報量が増え、具体的な場面をイ
メージできるようになってからは、イメージし
た問題場面をまず、絵図にかいて表すようにさ
せる。
　絵図をかかせる目的には、２つある。１つは、
必要な情報を取り出し、場面を整理してイメー
ジさせること。もう１つは、式の意味理解を深
めることである。
　児童は問題文と出合うとすぐに、「ふえまし
た」「たべました」などの言葉だけから「たし
ざんだ」「ひきざんだ」と十分な場面のイメー
ジのないまま演算決定をしてしまうことがある。
また、答えだけが先行してしまい、式に表す際
には、答えの数字を加数や減数として表してし
まうケースもよく見られる。
　そこで、問題文をノートに書き写した後、必
ずその場面のイメージの絵図をかかせるように
する。場面を整理し、その場面の数や式の表し
方を丁寧に指導していくようにする。

⑶　手立て③「絵図を読む」
　児童は、問題文から場面をイメージし絵図を
かくことができるようになったら、次のステッ
プとして、絵図を読む学習を行う。
　児童は自分なりのイメージで絵図をかくこと
ができても、提示された絵図がどんな場面の絵
なのかを考えることは難しいだろうと予想され
る。また、同じ問題文から場面の絵をかかせても、
クラスの児童全員が同じ絵をかくことはない。

　正しいものがよく見えてくるのは、様々なも
のと比較したときであると考える。絵図を読む
学習を通して、問題場面を根拠をもって絵図に
表す段階へとステップアップさせることができ
るのではないかと考えた。

⑷　手立て④「宿題でも絵図をかく」
　授業では絵図をかいているのに、家庭では、
式と答えのみをかくだけの形成プリントでは、
児童は絵図をかかなくなってしまう。毎日の宿
題を手作りし、文章問題では、式と答えだけで
なく、授業のように絵図をかくよう欄を設ける
ようにする。

４　指導の実際

⑴　手立て①「ノートに挿絵を貼る」
　本学級では問題文を提示した後、児童がノー
トに問題文を書く。その際に、教師が机間指導
しながらノートに挿絵を貼っていくようにした。
教師が貼ると時間的ロスもなく、取り掛かりの
遅れている児童に声掛けもできた。児童は、挿
絵を見ながら、自分のイメージの絵と同じだと
か違ったなどと話す姿が見られた。
　挿絵がなくては、「同じだ」「違った」などの
声も上がらない。挿絵があるからこそ自分の
もっていたイメージと比べることができ、問題
文から実際の場面をイメージするという習慣が
より身に付いてきたものと考えられた。

【減法（求残）の導入】　授業日Ｈ24年６月12日
　ひきざんの導入の際に挿絵（図１）を貼ると、
児童から次のような声が上がった。

Ｃ１　�「先生、図１の絵、図２の絵と似てい
る」

Ｃ２　�「あ、本当だ！」（各々にノートを振り
返る）

Ｃ１　�「たしざんのときは、こっちに来たけ
ど�」

Ｃ３　「今日のは、こっち側にきているよ」
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Ｃ４　「似ているけど、似ていないね�」
Ｔ　　�「似ているけど、似ていないってどう

いうこと？」
Ｃ４　�「２つとも絵は同じじょうろだけど�」
Ｃ５　「じょうろの動かし方が違うよ」
Ｃ６　�「先生、あとからたしざん（増加）み

たいだね」

　挿絵を貼っていたことにより、既習事項とし
てノートに学習の跡が残っており、児童らは学
習を簡単に振り返ることができた。そして、場
面の違いに目を向けさせることができ、加法と
減法という式の違いを意識させることができた。

【減法（求差）の導入】　授業日Ｈ24年６月20日

　上記のように第１学年の問題文は、情報量が
限られている。この問題文から自由に絵をかか
せてしまうと、運動会の場面の絵をかいたり、
遠足の絵をかいたり、各々のイメージが広まっ
てしまい、共通して学習を進めていくことが難
しくなる。
　そこで、問題文を示した後、プールの挿絵を
貼り、全員に同じ場面を想起させた（図３）。

こうすることで、共通のイメージのもと、学習
を進めることができた。「ああ、やっぱりプー
ルに入っていたんだ」「赤組と白組でうちの学
校と同じだ」などの声が上がった。
　次に児童は、数を比べるために、挿絵に数字
を書いて比べ始めたり、線で赤と白を１対１対
応に結び始めたりした（図４）。

　しかし、中には、線が錯綜してしまい正しく
比べることができない児童も出てきた。すると
児童Aが、「新しい絵をかけばいいんだ」と言
い始めた。

図１　

図２　

　あかぐみは８にんいます。しろぐみは５に
んいます。あかぐみは、しろぐみよりなんに
んおおいですか。

図３　

図４　

Ｔ　　�「ぐちゃぐちゃになっちゃったね。ど
うしよう」

Ｃ１　�「プールに入る時の整列みたいにお隣
さんと手をつないだら分かるのにな
�」

Ｃ２　「�、先生、絵をかき直したら？」
Ｔ　　�「どういう絵になるかな？かいてみよ

う」
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　児童は、実生活の中できちんと整列すると数
が数えやすいことを経験してきている。手をつ
なげば、どちらが多いか足りないかという経験
をしてきている。児童の絵は、生活経験をもと
にかかれていることが分かる。
　ノートに貼った挿絵が、問題文と児童の実生
活を結び付け、考える土台となったことは明ら
かである。

⑵　手立て②「問題場面を絵図にする」
　問題文の情報量から場面のイメージをもつこ
とができるときには、場面の絵をかかせるよう
にした。
　問題文を絵に表し始めたころは、絵をかくこ
と自体を楽しむ様子が見られたが、毎日繰り返
していくと、絵が簡略化され始めてきた。場面
の具体的な絵から少しずつ抽象化された図へと
変わってきた。

【なにざんかな（求差と求補）】　H24年12月７日
　次に、かく活動のもう１つの目的である式の
意味理解を深めるために、次のような２つの問
題を提示した。

　１つ目の問題は求差の問題である。児童らは、
問題文から必要な情報を取り出して図に表して
立式し、「くらべるひきざん（求差）だ」と場

面をとらえることができた（図６）。

　次に求補の問題を提示した。

　すると児童は、２問目の問題も男の子と女の
子が出てくること、11と８という数値が使われ
ていることを指摘した。このことから「同じく
くらべるひきざん（求差）では？」という予想
を立てた。そこで、絵図に表して考えてみるよ
う声掛けをした。

　すると児童は、式（11－8＝3）と答え（３人）が
同じであっても、絵をかいてみると違うことが
分かり、求補の減法であることに気付くことが
できた。児童にとっては、求残の減法は生活経
験からもイメージがしやすい。しかし、求差や
特に求補の減法には、イメージをとらえにくい。
このように絵図に表し、比較することによって
減法の意味理解を深めることができたといえる

図５　

　おとこのこが11にんいます。おんなのこ
が８にんいます。どちらがどれだけおおいで
すか。

図６　

　こどもが11にんいます。おんなのこが８
にんです。おとこのこは、なんにんですか。

図７　





41

●優秀賞

　これまでも場面の絵から、加法や減法を見つ
けて問題づくりをする学習は行ってきた。次に、
「同じ絵からたしざんやひきざんが見えるか」
という学習を行った。同じ一枚の絵から、加法
の問題を作り、見方を変えれば減法の問題も作
ることができるという課題により、児童が絵の
場面を多面的に見る力や式の意味理解を深めさ
せることができると考えた。
　児童は、既習である合併の加法の学習から、
この絵は加法であると判断し、立式をした。

⑷　手立て④「宿題でも絵図をかく」
　毎日の授業の中で絵図をかかせていても、宿
題のプリントでは、式と答えだけを書いて終

わってしまうことは多い。これでは、絵図をか
く習慣化を図ることはできないと予想された。
そこで、絵図もかいて考えることができるよう
に宿題のプリントに絵図をかく欄を設けた。

　宿題はどうしても家庭でするということで早
く終わらせてしまいたいと思い、「たべました」
「ふえました」などのいわゆるキーワードから
立式を急いでしまいがちである。
　そこで、キーワードだけに頼っては間違えて
しまうような問題も提示するようにした。また、
情報過多の問題も作り、児童が十分に場面のイ
メージをもち、今必要な情報はどれなのかを選
択するようにさせた。
　こうしたことにより、単にキーワードに頼っ
て立式する児童が減り、必ず場面を絵図にかい
て立式に結び付ける児童が増えた。

Ｃ１　「先生、この絵は、たしざんだよ」
Ｃ２　�「いっしょたしざんだよ（合併）。ケー

キは全部で７個だよ」
Ｔ　　「本当かな？」
Ｃ３　�「本当だよ。栗のケーキが３こで、イ

チゴのケーキが４こだよ」
Ｃ４　「３＋４＝７だよ」
Ｔ　　�「そうか、みんなにはたしざんが見え

るんだね。
　　　�すごい！　では、ひきざんは見えない

かな？」
Ｃ５　「食べていないよ」
Ｃ６　�「食べる前の絵だから、減っていない

よ」
Ｃ７　「４－３とか�？」
Ｃ８　「�、あっ、見えた！　ひきざん！」
Ｔ　　�「なんだかひきざんが見えた人がいる

ようだ」
Ｃ９　「�、あっ、くらべるひきざん！」
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５　成果と今後の課題

⑴　考えの根拠を話す児童たち
　加法・減法を学習し終えた７月ごろから、児
童らは「だからたしざんだよ」「この絵は、ひ
きざんだよ」と、絵図を見て話したり、絵図を
かくことによりイメージをもって演算決定を
行ったりする姿が見られるようになった。
　しかし、そんな児童らのノートの絵図に冬ご
ろから少しずつ変化が見られるようになってき
た。自分の答えの妥当性や立式の考えの根拠を
示すために絵図をかくようになってきたのであ
る。
　はじめは、問題文から情報を整理するために
絵図をかいていたのだが、自分の考えが正しい
ことを証明するために絵図をかくようになった
のである。
　こうした児童の変容からも、数学的な思考力
を育てるために継続して行ってきた４つの手立

↑上の児童のノートに「じっけんしました」という一文がある。答えは、「あめ」だと分かってい
るが、皆に説明するために違うものも計算して、「だからあめ」と言っているのである。

【なにがかえるかな（発展問題）】　H25年１月21日
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ては有効であったと言えよう。
　ブロック操作だけの指導から脱却し、ノート
指導を中心としたかく活動の充実によって、児
童の数学的な思考力を高めることが第1学年に
おいてもできたと言えよう。

⑵　継続指導の必要性
　学習の入門期における第１学年には、ブロッ
ク操作だけで十分といった考えはいまだに多い。
「１年生でも段階を踏んで指導すれば、こんな
にかけるようになるんだ」ということを広めて
いきたい。そして、かくことを中心とした指導
の確立を目指したい。
　そのためには、今後、第６学年までの系統立
てた指導内容の共通理解と各学年のモデル像の
作成が課題である。
　各学年に有効な手立てを今後も探っていきた
い。

〈引用・参考文献〉
小学校学習指導要領解説　算数科　平成20年

文部科学省
算数ＥＸテスト１年� 日本標準
あたらしいさんすう１� 東京書籍株式会社

↑上の児童のノートに「だって」「だからこれしかない」とある。答えは分かっているが、自分の
答えの妥当性を皆に説明するためにノートを書いているのである。

【ずをつかってかんがえよう】　H25年２月14日




